
日本の結婚は今後どうあるべきか。

～女性にとって幸せな結婚とは～
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Q.

夫婦間の家事育児時間格差の是正

選択的夫婦別氏制度の導入

同性婚の採用は

行われるべきか。

A.YES.



Ⅰ.夫婦間の家事育児時間格差の是正(育児)

現状：日本の妻の育児時間は、北欧に
比べて1時間も長い。

しかし…

「育児に関して今以上に参加したいか
否か」という質問に対して『参加したい』
と答える男性は７８％にも上った。

つまり、

育児時間格差の問題は当事者のみの
問題ではない。

７８％



ユニセフは日本を「父親に6カ月以上の（全額支給換算）

有給育児休業期間を設けた制度を整備している唯一の国」と

紹介した。

よって、国の制度の問題でもない。

ユニセフによる「世界の子育
て支援政策による報告書」

日本は育児休業政策で1位

さらに、

育児休業政策とは、取得可能な産休・育児休業期間に、賃金と比べた給付金額の割合を加味し、賃金全額
が支給される日数に換算した結果を比較したランキングで、日本の男性は30.4週相当と算出された。



なにが男性の育児参加率の低さの原因なのか。

I. 育児休業取得率の低さ

厚生労働省が行った平成30年度雇用均等基本調査によると、平成30年度の育児
休業取得率は女性が82.2％、男性が6.16％という結果。(女性は男性の約13倍)

Ⅱ．企業側の育児に対する意識の低さ

厚生労働省によると、育児休業を取得しない理由として

• 代替要員がいない

• 職場が育児休業を取得しづらい雰囲気だった

• キャリア形成に影響が出ると思った

というものが挙げられた。

仕事と育児の両立に関する実態把
握のための調査研究事業報告書

背 景



改善案
～どのようにして育児休業取得率を上げるか～

男性育児休暇取得率100%の「日本生命」では以下のような取り組みを行ってい
る。

例えば、営業部長が育児休暇を取得した場合周辺の営業部長に交代で来てもら
い朝礼や業務を担ってもらう。これによって、いつもとは違った視点や、刺激
を社員に与えることができる。

また、支社挙げての前倒し運営や、業務シェアを広げることによって帰宅時間
を早め、育児に参加しやすい環境を整えている。

このような対応を行うことによって育児休暇取得率の向上が期待できるのでは
ないだろうか。

代替要員を周辺の支社
から交代で確保する

前倒し運営 業務シェア



Ⅰ.夫婦間の家事育児時間格差の是正(家事)

現状：日本の妻の家事時間は、北欧に比べて約２時間も長い。

さらに、「夫は働いて、妻は家を守る」という性別役割観を

持っている男性が日本は57.7%、スウェーデンは6.4%と

約50%もの差が生じている。



改善案
〜夫の家事参加率をあげるために〜

夫婦間で家事分担を行う
夫の家事に対する当事者意識

が
芽生える



Ⅱ.選択的夫婦別氏制度の導入

現状:

民法750条

「夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、夫又は妻の氏を称する。」

夫婦同姓を義務付けられている。

しかし、

この制度は人間の功績などを表す最も基本的なアイデンティティである氏名を
失う制度である。

例えば…



選択的夫婦別氏制度の導入

【参議院の制度に対する反対意見】

Ⅰ.夫婦同姓制度は、絆の深い一体感ある夫婦関係、家族関係を築くことができる。

→一体感とは。なぜ同姓だと一体感が生まれるのか

Ⅱ.けじめのないいい加減な結婚、離婚が増えて子どもが悲しい思いをする。

→内閣府によって行われる「結婚新生活支援事業」の方が安易な気持ちでの結婚が増
えるのではないか。いい加減とは。

Ⅲ.選択的夫婦別氏制度を導入することにより、個人主義的な思想を持つ者を社会や
政府が公認したようなことになる

→選択的夫婦別氏制度を支持する人間を個人主義的な思想を持っていると規定した要
因はなにか。

よって、選択的夫婦別氏制度の導入は行うべきである。



Ⅲ.同性婚の採用

男性 子 女性

男性 女性

現状：同性同⼠の結婚は認められていない。

女性 女性

男性 男性

同性婚の不寛容は憲法によって保障されている「法の下の平等」に反するのではないか
と考えたため、同性婚の採⽤を⽀持する。



課題

〈個人的な課題〉

u「選択的夫婦別姓制度」「同性婚」の導入に関しては、まだまだ調べが足り
ない。

u「夫婦間の家事育児時間格差」に関しては、他国との比較を行う。(なぜフ
ランスの育児時間は短いのか、他国の育児に対する企業の対応など)

u男性にとって幸せな結婚についても調べる。

〈結婚における課題〉

u日本生命の育児休暇取得率を上げる対策をどのように他の企業に広めていく
か。

u夫婦間での家事の分担をどのようによびかけるか。
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